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研究成果の概要（和文）：130種の食品と日用品について，コープさっぽろと共同してカーボンフットプリント(CFP)を
計算した。CFPの狙いとその数値を，食品の栄養表示と連係して消費者に伝えるしくみを作った。(1)CFPの計算の手作
業を軽減するようにCFP計算システムを改良した。(2)食品栄養表示とCFPを一緒に表示した包装材を作成した。(3)企業
秘密等で住所を明らかにできない場合でも、住所の精度を調整して輸送距離を推定する手法を考案した。
　この新しいCFPを伝える取組を実施する前と取組実施11ヶ月後に，札幌市内でCFPの認知度を調べた。その認知度調査
結果を比較し、我々の取組が認知度の向上に貢献していることを立証した。

研究成果の概要（英文）：130 products were calculated on their CFP and a publicity campaign was undertaken 
to inform consumers of the CFP. In the publicity campaign, we introduced the CFP in combination with 
human health. We introduced a semi-automatic calculation system so that we can shorten the computing time 
of the CFP.　 We introduced the CFP in combination with nutrient factors both in the package design and 
in the pamphlets. We expected that consumers would become interested in the CFP together with nutrient 
factors. 　The design is so simple and specific that the consumers can recognize the CFP at one view. 
　We propose a new method that can estimate transportation distance in order to enhance calculation of 
the Carbon Footprint of Products (CFP) even though detailed addresses are not known.
We carried out questionnaire surveys in 2014 and 2015 in order to examine our approach. The results 
indicated that a ratio of consumers who knew our private-label of the CFP increased after our approach.

研究分野：環境情報評価学

キーワード： カーボンフットプリント　ライフサイクルアセスメント　環境持続性　食料問題

  １版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 

 

地球温暖化の問題では、その問題の存在を社
会が受け入れ、地球温暖化を低減する行動を
日常的に行うことが不可欠である。そのどち
らにも、温室効果ガスの排出量を日常生活の
中で知ることが出発点になる。地球温暖化へ
の温室効果ガスの効果を CO2 の排出量へ換
算し、CO2 排出量を消費者へ提示する社会シ
ステムがカーボンフットプリントである。 

カーボンフットプリントは、2006 年にイギ
リスで初めて提唱され、日本では 2010 年に
カーボンフットプリントをラベル付けした
製品が店頭販売された。そして、2012 年 8

月で約400個の製品のカーボンフットプリン
トが登録されている。 

カーボンフットプリントは、ライフサイクル
アセスメントを基盤とする技術である。カー
ボンフットプリントは、CO2 排出量を荷札
のようにして、製品の全過程（ゆりかごから
墓場まで）をつなぐ。カーボンフットプリン
トを計算するには、製品の全過程における生
産に関わるデータを収集し、まとめなければ
ならない。 

本研究は、「切り身」社会の問題点を、食品
製造の全過程を見える化するコミュニケー
ションツールにより解決する可能性を考え
る。そして、この開発と試行をとおして、食
品の原材料、食品の製造と販売に関わる社会
ネットワークの再構成するうえでの課題を
明らかにする。 

 

２．研究の目的 

 

本研究の目的は、食料生産者・販売業者・消
費者の間のつながりを見える化するコミュ
ニケーションツールの開発をとおして、食品
の製造と販売に関わる社会ネットワークを
再構成する時に創り出される価値と課題を
考察することである。このコミュニケーショ
ンツールは、食品の原材料の生産地、輸送経
路等を消費者に店頭で提示する。これにより、
消費者は食品の生まれと育ちを間近に見ら
れるようになる。この体験を積み重ねること
により、分断されていた食料生産者・販売業
者・消費者の間の関係を新しく構築し直す可
能性が生まれる。なお、このコミュニケーシ
ョンツールには、申請者が食品のカーボンフ
ットプリントを計算する時にこれまで集め
たデータを使う。 

 

３．研究の方法 

 

本研究では、より多くの食料品について CFP

をコープさっぽろと共同して計算し、それを
消費者に提示する過程を通して、CO2 排出量
削減に関する消費者の意識の変化を調べる。

これを実現するために、本研究は以下の手順
で進めた。 

(1)CFP を計算するシステムを製作する。 

(2)CFP に消費者が興味を持ってもらえるよ
うにする提示方法を考察する。 

(3)CFP を実際に消費者に提示する。 

(4)消費者の CFP に対する認知度の変化を調
べる。 

(5)CFP を計算する過程で判明した、輸送距
離計算の問題点を解決する。 

 

 
４．研究成果 
 
130 種の食品と日用品について、コープさっ
ぽろと共同してカーボンフットプリント
(CFP)を計算した。CFP の狙いと CFP の具体的
な数値を、食品の栄養表示と連係して消費者
に伝えるしくみを作った。行った取組は以下
である。 
(1) CFP の計算の手作業を軽減するように

CFP 計算システムを改良した。この改良
した CFP 計算システムにより多数の商品
を短時間で計算できるようになり、店舗
内で多数の CFP 付き商品を並べることが
可能になった。CFP 計算の初心者である
学生でも１つの商品を約 20 分で計算で
きるようになった。本システムの構成を
図１に示す。 
 

 

 
    図 1：CFP 計算システム 
 
(2)コープさっぽろのプライベートブランド
｢なるほど商品｣を中心にして 130 種の食品と
日用品について CFP を計算した。 
(3)コープさっぽろのプライベートブランド
｢なるほど商品｣では、食品栄養表示と CFP を
一緒に表示した包装材を作成した。包装材の
デザインを単純にして、CFP と栄養表示に目
が行きやすいようにした。図 2に CFP の計算
結果を印刷した食品を示す。 
 



 
図 2：CFP を印刷した食品 

 
(4)食品栄養表示と CFP をまとめた小冊子の
製作し配布した。 
(5)企業秘密等で住所を明らかにできない場
合でも、住所の精度を調整して輸送距離を推
定する計算方法を考案した。図 3 に輸送距離
の精度調整推定法の概念を示す。 
 

 
図 3：輸送距離の精度調整推定法 

 
 この新しい CFPを伝える取組を実施する前
の 2014 年 9 月に、札幌市内の展示会(食べる
たいせつフェスティバル)で CFP の認知度を
調べた。取組実施後 11 ヶ月経過した 2015 年
8 月に同じ展示会で同様な認知度調査を行っ
た。調査結果を表 1 に示す。この認知度調査
結果を比較し、我々の取組が認知度の向上に
貢献していることを立証した。 
 

表 1：CFP の認知度調査結果 
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